
円

円

◎活動費や必要な機器購入費や整備費など ◎市内の高齢者・障がい者などの支援・活動を
　　行っている団体へ助成

円 円

　　広域計画分とは・・・・・ 　【配分先】
　　　県内の社会福祉施設・団体活動など、単独で市区町村域を 　　○NPO福祉団体  （３団体） 200,000 円
　　超えた広域的な事業や、配分の公平性を確保するために、          ❒NPO法人 ナチュラルサポート海老名

　　県内で統一した配分基準を適用する施設整備事業（備品類          ❒ NPO法人 おおきな木

　　整備、福祉施設改修工事費）などに対する配分資金を県と          ❒ NPO法人 W.Cポケット

　　市町村で集める募金となる。

　　○当事者団体 （4団体） 220,000 円
　　　　❒海老名市母子寡婦福祉美苗会

4,790,000 円 　　　　❒ドルフィンクラブ
　　　　❒海老名市手をつなぐ育成会

　　○施設整備費 　　　　❒海老名市介護者の会四つ葉のクローバー

250,000 円
1,040,000 円
3,000,000 円

　　○ボランティア団体　　（８団体） 360,000 円
　　○在宅福祉援助費 　　　　❒海老名日本語教室

200,000 円 　　　　❒傾聴ボランティアグループ「かけはし」

200,000 円 　　　　❒いきいき

100,000 円 　　　　❒海老名市精神保健ボランティア「つばさ」

　　　　❒田澤会
　　　　❒劇団えびな座
　　　　❒みずほクラブ

◎社会福祉協議会事業費として

◎事務経費、必要な資機材の購入費など 円

円 　【事業名】

　　　支会経費とは・・・・・ 　　○地域福祉活動支援事業 2,000,000 　円

　　　必要とされる最低限の事務経費、資材等を購入する経費 　　○共同募金運動事務事業 400,000 　円

令和７年度 令和７年度
　海老名市社会福祉協議会の事業配分へ

円 円

円

　　令和６年度　共同募金実績

共同募金総額 12,990,846

            赤い羽根募金実績 年末たすけあい募金実績

6,615,699 円 6,375,147

 

神奈川県共同募金会

令和７年度 令和６年度

　県内の社会福祉施設・団体などへ  

　【広域計画分】 　【年末たすけあい募金配分金】

5,150,000 780,000

　　【上記の内、海老名市内への配分】

　　　❒社会福祉法人妙常会 たちばな保育園

　　　❒NPO法人 萩の会
　　　❒NPO法人 Ｗ．Ｃ　あい

　　　❒NPO法人 Ｗ．Ｃ　どり～む

　　　　❒傾聴居酒屋

令和７年度
　共同募金海老名市支会経費

2,400,000

110,000

1,334,853 3,195,147

裏面のとおり

令和７年度社会福祉協議会事業配分金 4,530,000

　海老名市社会福祉協議会地域福祉事業配分へ

　　　 ❒社会福祉法人妙常会 海老名たちばな保育園

　　　❒社会福祉法人星谷会　SELPビナ

《配分》 《配分》

《送金》



事　業　名

権利擁護事業
　491千円

協力者育成事業
　715千円

地域福祉活動支援事業
　749千円

地域ボランティア
育成事業
  523千円

ボランティアグループ
活動助成事業
  833千円

福祉体験学習事業
　590千円

災害救援活動事業
　149千円

広報啓発事業
　480千円

◆ボランティアグループの活性化を目的としてボランティア連絡協議会に
　加盟している団体に対し活動費を助成します。

◆市内小学校13校の児童を対象に福祉意識の向上を目的に「ふくし教室」
　を開催します。

　　◇夏休みユースボランティア活動体験事業
　　◇ふくしのまちづくりポスターコンテストの実施

◆災害発生時の対応・協力体制整備のため、海老名市及び海老名市
　災害ボランティアネットワーク、ボランティア連絡協議会と連携・情報
　共有を図ります。

　　◇災害救援ボランティアコーディネーター養成講座
　　◇災害救援ボランティアセンター立ち上げ訓練

◆福祉へ理解を深め、協力を得るために情報を幅広く提供します。

　　◇社協えびなぬくもり通信発行【年３回】
　　◇パンフレットの発行
　　◇市民まつりにおける事業啓発

令和7年度社会福祉協議会事業配分金内訳

事業概要

◆判断能力の不足により、福祉利用手続きや支払困難な方に対し、
　日々の金銭管理や書類預かりサービスを行います。

◆認知症・知的障がい・精神障がいなどであっても生活や財産を守り
　選ばれた成年後見人などが本人に代わって財産を適正に管理します。

◆社協の活動に賛同し、連携・協力して地域福祉活動を推進する
　団体に対し助成します。

　　◇海老名市自治会連絡協議会
　　◇海老名市民生委員児童委員協議会
　　◇海老名市保護司会
　　◇海老名市スカウト連絡協議会他

◆６地区に配置された生活支援コーディネーターが地区社協やそれぞれ
　の地域の「ありたい地域」の実現に向けて相談助言支援を行います。

　　◇地区社協活動支援
　　◇高齢者見守り
　　◇地域力強化支援モデル事業

◆ボランティア活動促進のため、人材育成・情報発信
　地域福祉活動との連携を行います。

　　◇ボランティア相談及びコーディネーター業務、保険業務
　　◇ボランティアフェスタの開催
　　◇地域活用物品の貸し出し(飲食に関するものを除く）


